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P − 239　 男性不妊の 精子にお ける性染色体数的

異常の 分析
一

mUlti 　color 　FISH 法を利用 した精子染

色体解析一

P − 240　　抗 CD46抗体 と レPfンの 二 重染色に

よ る ヒト精子 先体 の 評 価
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［目的］体外受精や顕 徴授精 などの 補助生 殖技術

の 発展に より重症男性不妊症 例で も妊娠が 可能 と

な っ た 。 本研究で は乏 靖子症 、精子無 力症 患者の

精子染色体構成をFISH 　 （fiueresoenee　 in　 situ

hybridization） 法で 分析 し、性染色体異常頻度を調

べ 、成熟分裂時の 鯖子染色体異常 の 頻度が 高率か

どうか を検討 した 。　［方法］乏精子 症、精子無力

症患者 （oligo ，astheno 鋤 crmia ；以 下OA 群）6名 と正

常男牲 （以下正常群 ）5名か ら同意の 上、鯖液 の 提

供を受け洗浄処 理 後 ス ラ イ ド上 に 固定 し標本を作

製 した 。 X 、　Y 染色体の alfha 　sate ！lite領域を標識す

るDNA プ ロ ーブ とdφloid鯖子を観察する ため 18染

色体のDNA プ ロ ーブ を用 い ”gmUlti 　color 　FISH 法を

行い 各 々 10，000 以上 の 精子核の シ グナ ル を蛍 光顕

微鏡下 で 観察 しdisomy精 子 とdiploidlfi子 の 頻度 を

算出 した。 ［成績〕合計111532 個の 精子 を解析 し

た。18、XX 、　YY 、　XY 　disomyとdiploid精子の 頻

度は 正常群で平均 0．14、0．15、0．14、 O．14、0．12％

であ っ た 。 OA 群 で は それ ぞ れ0．12 ・0．20、　 O．08・

O．15、O．090 ．17、　 O．19−O．45、0．11K）．18％で あ っ た 。

XY 　disomy 精子 の頻度は OA 群 の 4名で O．34、0．45、

0，40、0．37 ％ と正 常群 に比 べ て 高頻度 で あ っ た

（P 〈0，01）。他の 染色体異當頻度に は有意差は 認め

られなか っ た。　 ［結論］乏精子症、精子無力症患

者6例中4例でXY 　disomy精子の頻度が高か っ た 。

こ の 理 由と し て 重症男 性不妊 患者の 中 に は モ ザイ

クを含め性染色体異常を持つ もの含まれる こ とや、

成熟分 裂時の性染色体不分離が 高率 に起こ る こ と

が 考え られ た。こ の よ うな配偶子を顕徴授 精によ

り伝達する こ とに より性染色体異常 児の 出 生 に つ

ながる可能性が示 された。

［目的］ CD46抗原 は精子頭部 に 先 体 反応終 了 後

に 発現 す る 精子 抗原 で 、精 子
一

卵 の 融合に 関与

す る こ とを我 々 は 報告 した 。 今回 は 受精 の 重 要

な過程 で あ る 先体反応 の 評 価 を抗 CB46抗 体 と レク

チンの 二 重染色 を用 い て 検討 し た。

［方法 ］　（1）当科 不 妊外 来患者 62名 に ハムスター一テX＞

を行L 丶 媒 精時 の 先体反 応率 をFITC−PSA染 色 で

検討 し た 。 （2）抗 CD46モ〃 P一ナル抗体 と FITC −PSAを

用 い て two−color 　FACS を行 っ た。ま た体外受精

症 例34例で 媒精 時 に 二 重染色 を行 い 、 精子先体

の 評価と体外受精 の 結果 を比 較検討 した 。

［結果 ］　（1）ハ从 夕
一
テ符 良 好 群 （受鯖 率 10X）／上 ）

と 不 良群 （IOX 未満 ）で FITC−−PSAで 評価 され る

先体 反応率 に 差 は 認 め な か っ た （5、3 ±3．3％ vs

5．7 ± 3．3％〉。 し か し先 体反 応率 が 鑛 以 上 を示 し

た 割 合 は 4／41 （9 ．8X）と 5f2i（23 ．8％）と 不 良群 で

高 く、先体反 応2％未満 を示 した割 合 も3／41（7．3

％）と 4〆21（19．0％）と 不良群で 高率 を示 し た。｛2＞

二 重染色 の 結 果 、 FITC−PSA染 色 で 先 体反応 陽性

と 判定 さ れ る 精 子 に は CD46陽 性と 陰性 の 精 子 が

存 在 し た 。 （3＞体 外受 精に おけ る受 精例 で は 非

受精例 と比較 して CD46で 評 価 し た 先体反 応率 は

有意 に 高値 を 示 し た （5 ．8 ± 2．4Xvs3 ．4 ± 1．6X）

が 、FITC−PSA染色 に よ る先体反応率 に は 差は な

か っ た （8．9± 3．Ovs6 ．8± 2 ，9）。

［結論］　FITC−PSA染色は 先体外 膜 の 消 失 を評 価

す る だ け で あ り、精子 の 受精に 関与 す る真 の 先

体 反応 の 評 価は 困難 で あ る 。 精子受 精能 を評 緬

す る た め の 先 体 の 染色 に は 抗 CD46抗体 に よ る 染

色 が 有 効 で あ る 。
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